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第十回琴古漬尺八

平成21年6月28日(日)
午後2時開場､ 2時30分開演

鷲尾井小ホール(千代田区だ尾井tr6書綿)

入場料4000円倫奏者定席)
だ&井小木-JLu史JL250毛と与ってありきす｡

忠人を超えて入ヰすること比でさませ^.あらかt=めご7泉下さい.

敏　捷　宗家竹去社

印合せ　北島(℡042朋11)
( EJmd) :紙血rTljOduれ●.0机.rLe.jp)

第1 0回目の食に寄せて

長年古典曲､宮城曲を中心に勉強して参りました｡

供養のために始めた長尺｡ひとり竹に向かうと心が落ち着き何もかも忘れ透明になって

いくような気がしますo今回r何字観｣ (2尺3寸管)で碁を開けます｡

三赦一丁､尺^一管(2尺管)による｢形法師｣では人の心の内をしっとりとo

挙一面､尺^一管(1尺6寸管)によるrうぐいす｣では日本の寺の紡れを告げる費の嶋りを

表現したいと思います｡

第1回のリサイタル(平成3年1 1月)よりほとんど毎回､師である川魚順輔先生の的を借り

こ管の尺^で吹き合わせて参りましたo琴古流本曲｢吟畿虚空｣は本来阜管で吹くものですが､

この会のため､ニ管による曲として着手を考えましたo

古曲｢尾上の櫨｣は思い入れの深い曲で好んで演奏し､第5回のリサイタル(2000年1 2月)では､

20世配の締めくくりの曲として清春いたしましたo

私の会も第10回日となりました｡やはり｢尾上の櫨｣で幕を閉じたいと思います｡

今現在､21世紀も竹吹き人生で､竹を愛で､竹を通して発情をし続けることができることを

感計しております｡

牝a榊(きたばたけしょうすけ)

1991年　集1回リサイタルを粥催｡

1998年　義2回リサイタルを帯催.

以来､毎年定期鰍=リサイタルを行う｡本年でリサイタルも第1 0回となる｡

長年､乗軌1 1榊*師のもと.竹五七Pt師として､後進の浦書をすると共に歌書倭で机下良書集に携わる｡

尺八の古典曲や三曲食事(事､三岳､尺^)の妙音を追求すろと共に､日本の音義を様々を人に知ってもらい

たいと意地をgt車中｡現在､文武九ルチャースクール､ひばりが丘カルチャーセンター､阿佐ヶ谷敦空､武札

小金井自宅牡車などで載捜藩地を点Mt中｡

日東三曲tB会評議鼻

等音読協会理事

等青菜尺八裏兼竹貴社師fE

全国竹友牡★京葡支瀦支社長

用友会主宰

だ長井ホール地団

恐.文言...
三井住友

㌢p恥一誌茄董
C亀井町ビル

:kI:･憲.gAS･i･蔓& ●脚

永EE]吋tR

■
TtdlE)

.in書茄　外曲り

だ亀井ホール

千代EEI区CJi井町8書5号

TELh3･5276■508 (代轟)

yw.kb山蛸.U.9

桝#ホールJL書収

●四ッ谷琳(JRt ･丸の内ヰ･南丑ヰ)

⇒JLrrn　徒歩紗

4附く有東町■)
⇒ 2+PIE)桝

●轟.吸見附LR (虫座点･丸の内さ)

⇒D出口　桝

●永EEI町脈(半成INl#･イl兜町溢)

⇒7暮出n　徒歩8分

別井小ホール庫Jf表


